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人身傷害補償保険の落とし穴
～契約者が受領する賠償金を過小にしないために～



横須賀支店がオープンしました

代表弁護士常磐と、
登記に知見のある弁護士清水がお待ちしております。

　2021年7月、三つ目の支店となる横須賀支店がオープンしました。

　洗練されたグレーと清潔感のある白を基調とした内装に、落ち着

いた色味の木製家具を取り入れ、皆様をお迎えする玄関と相談室

には、ガラスの壁を使用しています。

　ガラスがもたらす明るく開放感のある空間は、「情報を分かち

合い、協力し合う環境をつくる」という、私たち常磐法律事務所の

理念の象徴でもあります。

　もちろん、ご相談時にはしっかりとブラインドで空間を仕切り、プラ

イバシーに十分配慮しておりますので、ご安心ください。

　慌ただしい社会情勢の変容を受け、日々 の法律トラブルはますま

す多様化し、複雑さを増しています。いくらオンラインによるつながり

が身近になったとしても、困ったときに駆けつける「地域の法的パー

トナー」がすぐ近くにいる安心に勝るものはありません。

　「横須賀地域の皆様の希望に寄り添い、最適なリーガルサー

ビスを提供する」──この確固たる決意を胸に、所員一同改めて

襟を正し、一意専心に努力を重ねてまいる所存です。ご愛顧を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。
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損害認定基準の差

　

よって
、加
害
者
に
対
す
る
裁
判
を
先
行
さ

せ
、裁
判
所
で
認
定
さ
れ
た
損
害
額
に
基
づ
い

て
人
傷
保
険
金
を
受
領
し
た
方
が
、ト
ー
タ
ル

の
受
取
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、加
害
者
に
対
す
る
裁
判
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
。事
故
で
生
活
費
に
も
困
り
、

す
ぐ
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
欲
し
い
と
い
う

場
合
、ま
ず
は
任
意
保
険
会
社
基
準
で
人
傷

保
険
金
を
も
ら
い
、そ
の
後
、加
害
者
に
裁
判

基
準
の
支
払
い
を
求
め
て
裁
判
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

我
々
弁
護
士
は
こ
の
裁
判
を「
人
傷
差
額

訴
訟
」と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、こ
の

よ
う
な
裁
判
を
す
る
と
、契
約
者
自
身
に
も

過
失
が
あ
る
場
合
、支
払
わ
れ
た
人
傷
保
険

金
が
、契
約
者
の
損
害
賠
償
請
求
の
ど
の

部
分
に
充
当
さ
れ
る
の
か
が
、自
賠
責
保
険

金
の
支
払
い
と
絡
ん
で
問
題
と
な
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

こ
の
点
は
令
和
2
年
3
月
19
日
、福
岡
高

裁
に
て
今
ま
で
の
実
務
の
考
え
方
と
異
な
る

判
決
が
出
ま
し
て
、裁
判
実
務
が
や
や
混
乱

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、概
ね
以
下
の
よ
う

に
考
え
て
お
く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

 

ル
ー
ル 

そ
の
❶

「
被
害
者
に
お
い
て
、急
い
で
お
金
が
必
要

と
い
う
事
情
が
な
け
れ
ば
、加
害
者
へ
の
賠

償
請
求
訴
訟
を
先
行
し
、そ
の
判
決
若
し

く
は
和
解
後
に
人
身
傷
害
補
償
保
険
を
請

求
し
て
協
定
せ
よ
」

　

こ
れ
は
前
記
の
と
お
り
、判
決
や
裁
判
上

の
和
解
の
場
合
、目
安
で
す
が
賠
償
額
の
認

定
自
体
が
20
〜
30
％
ア
ッ
プ
す
る
た
め
で
す
。

そ
う
は
いっ
て
も
、裁
判
を
し
て
い
る
時
間
的

余
裕
が
な
く
、早
期
に
お
金
が
必
要
と
い
う

場
合
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

そ
う
いっ
た
場
合
は
、

 

ル
ー
ル 

そ
の
❷（
症
状
固
定
ま
で
）

「
当
面
の
治
療
費
等
の
負
担
は
人
傷
保
険
を

利
用
し
、人
傷
保
険
の
保
険
会
社
と
最
終

的
な
協
定
ま
で
は
し
な
い
」

　

と
い
う
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
終
的
な
協
定
と
い
う
の
は
、慰
謝
料
な

ど
を
含
め
た
全
額
を
人
傷
保
険
金
と
し
て

受
領
し
、以
後
は
人
傷
保
険
に
請
求
は
し
な

い
と
い
う
約
束
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
協
定
を
し
ま
す
と
、人
傷
保
険
を
支

払
っ
た
保
険
会
社
は
、加
害
者
の
加
入
す
る

自
賠
責
保
険
か
ら
自
賠
責
保
険
金
を
受
領

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。後
々
、こ
の

加
害
者
の
自
賠
責
保
険
金
に
つい
て
は
、相
手

方
に
人
傷
差
額
訴
訟
を
起
こ
し
た
時
に
、自

賠
責
保
険
が
ど
こ
に
充
当
さ
れ
る
か
で
揉
め

る
こ
と
が
多
い
の
で
、協
定
ま
で
は
し
な
い
方

が
良
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、比
較
的
重
度
の
事
故
で
後
遺

障
害
が
残
存
す
る
場
合
、治
療
費
や
休
業
損

害
の
支
払
い
は
症
状
固
定
時
ま
で
に
限
ら
れ

る
と
い
う
の
が
裁
判
実
務
で
す
。

　

そ
う
し
ま
す
と
、症
状
固
定
後
は
治
療
費

や
休
業
損
害
は
支
払
わ
れ
な
く
な
り
、被
害

者
と
し
て
は
加
害
者
へ
の
賠
償
金
の
請
求
又

は
人
傷
保
険
金
の
受
領
の
い
ず
れ
か
を
選
択

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
相
手
方
と
早
期
の
示
談
は
難
し
そ

う
で
、か
つ
、あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
お
金
が

な
い
と
生
活
に
困
っ
て
し
ま
う
と
い
う
場
合

は
、ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？

　 

ル
ー
ル 

そ
の
❸（
症
状
固
定
後
）

「
後
遺
障
害
残
存
事
案
で
は
、人
傷
保
険
で

は
な
く
、自
賠
責
保
険
へ
の
被
害
者
請
求
で

当
面
の
軍
資
金
を
確
保
せ
よ
」

　
　

　
こ
の
時
点
で
、被
害
者
に
は
2
つ
の
選
択
肢

が
あ
り
ま
す
。1
つ
は
、被
害
者
請
求
と
言

い
、自
賠
責
保
険
に
被
害
者
が
直
接
後
遺
障

害
の
認
定
を
申
請
し
て
自
賠
責
保
険
金
を

受
領
す
る
方
法
で
す
。も
う
1
つ
は
、保
険
会

社
を
通
じ
て
後
遺
障
害
認
定
を
し
て
貰
い
、

人
傷
保
険
金
を
受
領
す
る
方
法
で
す
。

　

こ
の
時
、被
害
者
請
求
で
は
前
記
の
自
賠

責
基
準
で
の
支
払
い
と
な
り
、人
傷
保
険
の

方
は
、任
意
保
険
会
社
基
準
と
な
り
ま
す
か

ら
、人
傷
保
険
金
の
方
が
受
取
金
額
は
大
き

く
な
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、こ
の
際
、前
記
の
と
お
り
、協
定

書
の
締
結
を
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、後
に
、相

手
方
に
人
傷
差
額
訴
訟
を
し
た
際
に
、不
利

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、金
額
は
低

め
と
は
い
え
、そ
う
いっ
た
リ
ス
ク
の
な
い
、被

害
者
請
求
を
先
行
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ

て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
【
最
後
に
】

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
ひ
と
た
び
事
故
に

遭
っ
た
場
合
、誰
に
ど
の
よ
う
な
請
求
を
す
る

か
に
よ
って
、相
手
か
ら
の
賠
償
額
と
保
険
金

の
受
取
額
の
合
計
に
差
が
出
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
か
と

思
い
ま
す
。た
だ
、あ
く
ま
で
上
記
は一
般
論

で
、具
体
的
に
は
、人
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
た
状

況
も
異
な
り
ま
す
の
で
、重
症
事
案
の
よ
う

な
場
合
に
は
、早
期
に
弁
護
士
に
相
談
す
る

こ
と
を
強
く
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

人
身
傷
害
補
償
保
険
と
い
う
の
は
、事

故
に
遭
っ
た
時
に
自
分
の
過
失
の
程
度
に
か

か
わ
ら
ず
、保
険
会
社
が
約
款
で
定
め
た

基
準
に
従
っ
て
、自
ら
設
定
し
た
保
険
金
額

ま
で
保
険
金
を
受
け
取
る
も
の
で
す
。自

分
の
過
失
が
大

き
い
事
故
で
、

自
ら
が
怪
我
を

負
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
使
う
こ

と
が
多
い
で
す
。

　

事
故
に
よ
る
契
約
者
の
損
害
を
契
約
者

自
ら
の
保
険
で
填
補
す
る
と
い
う
保
険
で
す

の
で
、支
払
い
後
は
、相
手
方
に
も
過
失
が
あ

れ
ば
、相
手
方
が
負
担
す
べ
き
部
分（
つ
ま
り

本
来
は
相
手
が
支
払
う
べ
き
賠
償
金
）の
保

険
金
を
支
払
っ
た
保
険
会
社
は
、契
約
者
の

賠
償
請
求
権
に
代
位
し
、相
手
方
に
請
求
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、交
通
事
故
の
損
害
賠
償
額
の

算
定
に
は
、自
賠
責
基
準
、任
意
保
険
会
社

基
準
、裁
判
基
準
と
い
う
3
つ
の
基
準
が
あ

る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

自
賠
責
基
準
が
一
番
低
い
基
準
で
あ
り
、

次
い
で
任
意
保
険
会
社
基
準
、最
後
に
裁
判

基
準
と
な
り
ま
す
。つ
ま
り
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

人
傷
保
険
が
約
款
で
定
め
て
い
る
保
険
金
額

は
、概
ね
任
意
保
険
会
社
基
準
と
同
じ
で
す
。

　

人
傷
基
準
と
裁
判
基
準
で
は
、大
体
右
下

の
図
の
よ
う
な
差
が
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
事
案
に
も
よ
り
ま
す
が
、概
ね
裁

判
基
準
の
70
〜
80
%
程
度
が
、任
意
保
険
会

社
基
準
に
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

人
傷
保
険
は
自
ら
加
入
す
る
保
険
へ
の
保

険
金
請
求
で
あ
り
、相
手
方
に
裁
判
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、裁
判

基
準
の
支
払
い
は
受
け
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
し
、実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。裁

判
基
準
で
支
払
わ
れ
る
場
合
と
い
う
の
が
約

款
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、「
判
決
ま
た
は
裁
判

上
の
和
解
に
お
い
て
人
身
傷
害
補
償
保
険
の

規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
損
害
額
を
超
え
る

損
害
額
が
認
め
ら
れ
た
場
合
」に
は
、人
傷
保

険
金
の
算
定
に
つ
い
て
も
裁
判
基
準
で
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
や
、人
身
傷
害
補
償
保
険（
以
下
単
に「
人
傷
保
険
」と
い
い
ま
す
）は
付
帯
率
が
70
%
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、ひ
と
た
び
事
故
が
起
き
た
時
に
、①
加
害
者
に
対
す
る
賠
償
請
求
と

②
自
ら
加
入
す
る
人
傷
保
険
の
両
方
が
請
求
で
き
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、事
故
に
遭
っ
た
場
合
に
人
傷
保
険
に
請
求
す
る
の
か
、

加
害
者
に
対
す
る
賠
償
請
求
を
す
る
の
か
、判
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、前
記
２
つ
の
請
求
に
支
払
い
金
額
の
差
は
あ
る
の
か
、ま
た
請
求
の
順
序
に
よ
っ
て
契
約
者
が
受
け
取
る

賠
償
金
と
人
傷
保
険
金
の
合
計
が
少
な
く
な
る
の
か
を
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
身
傷
害
補
償
保
険
の
落
と
し
穴

〜
契
約
者
が
受
領
す
る
賠
償
金
を
過
小
に
し
な
い
た
め
に
〜

特 集

賠
償
額
に
は
い
く
つ
か
の

基
準
が
あ
る

そ
も
そ
も
、人
身
傷
害
補
償
保
険

と
は
何
か
？

人
傷
保
険
の
請
求
で
も

裁
判
基
準
に
な
る
場
合
が
あ
る

相
手
方
へ
の
賠
償
と

人
傷
保
険
金
の
請
求
の
順
序
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？

費目 人傷基準

入院看護料

人傷保険
先行型 賠償先行型

人身傷害保険
をもらう

加害者へ
賠償請求

加害者へ
賠償請求

人身傷害保険
をもらう

4200円 6500円

入院雑費 1500円1100円

入院慰謝料
1日4300円
（日数も低減）

入・通院期間に応じた
表に依拠

後遺障害慰謝料 1級　1900万円 1級　2800万円

将来介護費用
現実の10割負担額
職業付添人だと、

月額60万円のケースも。
1級で1か月16万円

死亡慰謝料 一家の支柱　2400万円 一家の支柱　2800万円

裁判基準

（
代
表
弁
護
士 

常
磐
重
雄
）

　
　
自
賠
責
基
準

　
　
＞

　
　
任
意
保
険
会
社
基
準

　
　
＞

　
　
裁
判
基
準

issue.10issue.10



新入所員紹介

　はじめまして。この度弁護士法人常磐法律事務所に入所
いたしました、三浦ひかると申します。今年7月に新設され
た横須賀支店で、事務全般を担当しております。
　私が法律の世界に興味を持ったきっかけは、大学時代の
ゼミナール講師であった弁護士の姿です。法律問題でお悩
みの方々に寄り添い、解決に向け尽力する仕事に心から感
銘を受け、私も困っている方のお役に立ちたいと憧れを抱
くようになりました。
　そして、多様な法律事務所のなかでも「全員でひとつの
案件に取り組む意識を持つ」という常磐法律事務所の想い
に共感し、新たな一歩を踏み出すこととなりました。
　組織が広がり、地域の皆様との関わりがますます増える
なか、弁護士法人という「横のつながり」の頼もしさを感じ
ています。当事務所は所内の風通しがとても良く、どんな些
細な情報でも共有しながら業務に取り組んでいます。この
ように恵まれた環境で幅広い分野に携わりながら、日々多
くの学びをもらっています。

　未熟者ではありますが、事務局として誠心誠意、最大限
のサポートに努めてまいります。どうぞよろしくお願いい
たします。

横のつながりを大切に、最大限のサポートを

　2020年5月、テレビ番組に出演していた女性プ
ロレスラーが自ら命を絶ちました。原因はインター
ネット上での誹謗中傷といわれており、インターネッ
ト上での誹謗中傷に対する法整備への関心が高ま
りました。法整備は急ピッチで進み、2022年4月ご
ろから新しい情報開示手続の運用が開始される予
定です。本発表では、「匿名性」を掲げるインター
ネットの中で、従来、どのように投稿者個人を特定し
ていたかという手続面を整理した上で、新しく運用
が開始される新制度の内容について説明しました。地図情報サイト、グルメ情報サイトなど、情報が
豊富になることは社会にとって基本的には有益ですが、中には誹謗中傷のような悪質な情報も存
在し、これによって傷つく個人や事業者が存在します。新制度では、従来と比較して投稿者特定に
必要な手続を簡略化しており、悪質な投稿に対処しやすくなることが期待されます。

時代を先取る！

法務のミカタ 第4回事務所研究発表会を開催しました事務所設立10周年を迎えました
N E W S

弁護士西堀拓也の発表

　弁護士法人常磐法律事務所は、設立10周年を迎えました。

こうしてひとつの節目を迎えられましたのは、皆様の多大なる

ご支援のおかげです。心より御礼申し上げます。

　2011年9月、「お客様一人ひとりの日常生活を組織として守

り抜く」という理念のもと、当時は数少ない「弁護士法人」とし

て、新横浜店を開設しました。

　設立当初は弁護士1名、事務局1名の小さな組織でしたが、

10年の月日を経た現在は、弁護士11名、事務局10名の大きな

チームへと成長を遂げ、2017年には初めての支店となる本厚

木支店、そして今年2021年には横須賀支店を開設しました。

　また、有難いことに数多くのご縁に恵まれ、顧問先様は50社

以上となりました。

　引き続き、神奈川県全域に高品質なリーガルサービスを提供

する「神奈川No.1リーガルコーポレーション」を目指し、今後も

裁判所支部のある相模原、川崎に支店を開設していく予定です。

　事務所報のタイトル『Givers Gain』は、私の座右の銘である

「与えよ、さらば与えられん」に由来します。

　弁護士という仕事は、人生の局面に立ち会い、幾多の苦悩を

分かち合うことにより、ときに困難を極めます。しかし、法的紛

争に巻き込まれ、夜も眠れぬほどの不安を抱えるお客様が、

次第に笑顔を取り戻し、力強く立ち直っていく姿を最も間近に

見ることができる私自身が、実は大いに励まされると同時に、

人生を生き抜く力を与えられているのだと実感しています。

　改めてこの初心に立ち返り、一人でも多くのお客様の希望

の実現のため、10年、20年、その先の未来に向け、研鑽を続け

る所存です。今後とも倍旧のお引き立てを賜りますよう、何卒

よろしくお願い申し上げます。

弁護士法人常磐法律事務所　代表弁護士　常磐 重雄

　2021年7月22日に「第４回事務所研究発表
会」を開催しました。当事務所では、弁護士の知識
向上と互いの専門分野の情報共有の場として、
毎年２回、「事務所研究発表会」を開催していま
す。今回は、各自が自身の専門分野・経験を基に
テーマを定めて発表を行いました。どれも各弁護士
の知識と経験に基づいて深く掘り下げられた内容
で、弁護士の知識向上、専門分野の情報共有の
場として非常に有益なものとなりました。今後も事
務所全体で研鑽を重ね、より質の高いリーガル
サービスを提供してまいります。お困りごとがござい
ましたら、どうぞお気軽にご相談ください。

新横浜代表パートナー弁護士  峯崎 雄大

弁護士  松本 奈央子

弁護士  那須川 忠駿

弁護士  西堀 拓也

弁護士  清水 俊明

令和元年会社法改正

意外と知らない強制執行
～イレギュラーな債権執行を中心に～

高齢者虐待防止法の解説

発信者情報の開示～流れと法改正～

不動産登記法の基礎知識
～これだけは知っておきたい～

愛猫の
ピコです

P i c k  U p !

issue.10 issue.10


